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カナダ金融政策（2025年10月）
2会合連続の利下げ

1/1

2025年10月30日

カナダのインフレ率

（前年比、%） 

追加利下げの可能性を意識しつつも、基本線は当面の政策金利据え置き

カナダ銀行（中央銀行）は10月29日（現地）に金融政策決定会合を開催し、市場予想通り政策金利を

2.50％から2.25%に引き下げることを決定しました。利下げは2会合連続です。

声明文やマクレム総裁の会見では、利下げ決定の理由は「経済の継続的な弱さ」と「インフレ圧力の抑

制」と説明されました。具体的には、米国による関税や貿易の不確実性がカナダ経済を弱体化させており、

これは単なる景気循環の悪化にとどまらず構造的な転換でもあるとし、貿易摩擦によるコスト増を経済の

弱さが相殺する形でインフレ率は目標の2%に収束する予想だと述べています。また、米国の貿易政策は

依然として予測不能だが、経済・物価に与える影響はより明らかになっているとし、従来よりも見通しの

確からしさが増した印象です。その上で、「経済がおおむねカナダ銀行の見通し通りに推移した場合、こ

の構造的な調整の期間を通じて経済を支えつつ、インフレ率を2%近辺に維持するためには、現在の政策

金利が適切な水準にあるとみている」と当面は政策金利を据え置くことを示唆しました。ただし書きとし

て「見通しが変われば対応する準備はある」と記し、追加利下げの可能性も排除していませんが、市場で

は更なる利下げを予想する向きが多かったため、利下げ打ち止めが基本線であるとの受け止めから発表後

は金利上昇とカナダ・ドル高の反応となりました。追加利下げには失業率の持続的な上昇など追加の材料

が必要になるとみられ、当社では、しばらく政策金利を据え置いて様子を見ると想定しています。

（出所）カナダ統計局、カナダ銀行より大和アセット作成

カナダの金利と為替

（出所）ブルームバーグ

（％） （2016年1月初～2025年10月29日）

※政策金利は決定日ベース

（実績：2016年1月～2025年9月）
（予想：2025年～2027年の各第4四半期）

（執筆：調査部 岩手幸久）
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※コアは加重中央値とトリム平均値の平均

カナダ銀行の予想
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